
　写真は、今月号に掲載した写真
の拡大写真です。何ページの何の
写真でしょう？
　正解者の中から、抽選で5名に
記念品を差し上げます。郵便はがきに、住所、氏名、
電話番号、クイズの答え、感想を記入して広報課宛
（住所は裏表紙に記載）にお送りいただ
くか、右の二次元コードから応募してく
ださい。� 締め切り11月30日㈯

10月号の答え
　8ページの「土家由岐雄の童句
碑」の写真でした。

C ontents
今月の表紙

目次

今月の写真クイズ
分かるかな？

目で見る「さやま」

交通事故・振り込め詐欺件数（狭山警察署）
※1月1日〜10月15日の累計（狭山市分）

人口と世帯（市民課）

10月の火災・救急件数（狭山消防署）

※人口は10月1日現在（　）内は前月比。転出入等は1カ月間の累計

※9月16日〜10月15日の累計

男 73,932人（-40人) 転入等 471人

女 74,475人（＋15人) 転出等 391人

合計 148,407人（-25人) 出生 52人

世帯 72,796世帯（＋41世帯) 死亡 157人

火災件数 救急出動件数

1件（その他1件） 655件（搬送人員575人）

発生数 人身事故 死者 物損事故 振り込め詐欺

2,708件 225件 1人 2,483件 24件

　今月の表紙は狭山市制施行70周年
記念式典の様子です。

東京狭山線狭山トンネル開通
　平成17年3月、東京狭山
線の沢地区から上奥富地区
までの開通に伴い、国道16
号の下をくぐる市内初のト
ンネルとして延長403mの
狭山トンネルが開通しました。開通に先立って行わ
れたトンネルウォークには4,000人もの市民が参
加。立体交差としたことにより、交通の利便性と安全
性が高まりました。

＜市制施行70周年特別連載＞
　このコーナーでは市制施行70周年に際して、市の誕
生から現在に至るまでの間に、狭山市で起こった出来事
などを当時の写真と一緒に紹介します。
問合せ　広報課へ☎2935-3765

P3 【特集】令和5年度決算報告

P6 【特集】市制施行70周年記念式典を挙行�
市政に貢献された方々を表彰

P8 小さなサインを見逃さないで�STOP!児
童虐待

P10 あなたの身近に「ヤングケアラー」はいま
せんか？、もぐもぐsayama

P11 まちの今…これから、市長が走る

P12 情報ガイド

P20 ひと・まち・写真館、みんなの掲示板

P22 さやまの昔ばなし

紙面に掲載されている連絡先へ携帯電話・スマートフォンから電話をかける場合は、最初に市外局番（04）をつけてください

市制施行70周年記念連載⑧
「狭山の歩み 70年を振り返る」
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令和5年度 決算報告

内容　�5年度決算と6年度上半期の予算、財
産、基金の状況

期間　7年1月31日㈮まで
場所　�市役所情報公開コーナー、地区セン

ター、入曽地域交流センター、図書館
（休館日を除く）

　歳入は、地方税全体においては、個人所
得の増加により個人市民税が増額となった
他、新築家屋の増加で固定資産税が増額と
なったことなどにより、前年度比2.0％の増
となりました。地方交付税においては、普通
交付税の増額に伴い、17.8％の増となりま
した。地方債が臨時財政対策債の減額に伴
い、24.4％の減となったものの、歳入全体と
しては1.1％の増となりました。
　歳出は、新型コロナウィルス感染症の5類
移行に伴い、衛生費の新型コロナウィルス予
防接種委託料が大幅な減額となった他、農
林水産業費の事業者応援！農業者経営継続
支援金や、商工費の生活応援！さやまプレミ
アム付チケット負担金が減額となりました。
一方で、総務費の教育施設整備基金積立金
と公共施設整備基金積立金の増額、民生費
の住民税非課税世帯支援給付金と子ども
子育て応援金などの物価高騰重点支援事
業の実施、教育費における入間野中学校校
舎外壁等改修工事費などの増額などによ
り、歳出全体では4.2％の増となりました。
　全体では、歳入総額543億4,278万円、歳
出総額532億7,338万円となりました。歳入
から歳出を差し引いた10億6,940万円を6
年度に繰り越しました。

5年度
一般会計決算の概要

市の財政状況を
公表します

　市民の皆さんが納めた税金がどのように使われ
ているのかをお伝えするために、市公式ホームペー
ジなど、さまざまな方法で予算の執行状況や決算を
公表しています。今月は５年度の一般会計の決算の
概要と、実施した主な事業をお知らせします。
　狭山市の決算は、国の定める健全化判断比率によ
り健全であることが示されています。

地方交付税
41億8,438万円（7.7%）

市債
12億6,962万円（2.3%）

地方消費税交付金
35億7,043万円（6.6%）

繰入金
22億2,387万円（4.1%）

市税
222億2,607万円（40.9%）

その他
43億4,028万円（7.9%）

県支出金
35億984万円（6.5%）

繰越金
26億3,801万円（4.9%）

歳入
総額

543億4,278万円
前年度

537億5,491万円

国庫支出金
103億8,028万円（19.1%）

歳出
総額

532億7,338万円
前年度

511億1,690万円

民生費
248億6,441万円（46.7%）

衛生費
45億9,708万円（8.6%）

教育費
45億8,910万円（8.6%）

公債費
42億3,307万円（8.0%）

土木費
38億2,337万円（7.2%）

消防費
20億3,379万円（3.8%）

その他
10億981万円（1.8%）

総務費
81億2,275万円（15.3%）
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